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は　じ　め　に

　沖縄県平和祈念資料館は ､ 沖縄戦の教訓を後世に伝え、平和を大切にする「沖縄のこころ」を発信し、

世界の恒久平和の実現に寄与するために様々な取り組みを行っています。

　展示活動では、常設展示のほか期間、テーマを定めて企画展示を実施しました。

　常設展示は、沖縄戦の実相と戦後における住民の戦災復興、平和を希求する人々の足跡などを展示してい

ます。その内容を若い世代により深く理解してもらうために、県内小中学校及び高等学校及び特別支援学校

等の児童・生徒を対象に平和講話を提供しており、平成２３年度は１３１回実施しました。企画展示では、

２７年間の米国による沖縄統治時代、そして復帰をテーマに第１２回特別企画展「『アメリカ世（ユー）の沖縄』

－逞しくしたたかに生きてきたウチナーンチュ－ ｣ を開催しました。生きることに絶望的になりそうな中か

ら、お互いに励ましあいながら平和を求め、逞しく、したたかに、力強く米国統治下を生き抜いてきた県民

のヴァイタリティーについて焦点をあてた展示会となりました。また、子どもたちを対象とした子ども・プ

ロセス企画展示では、子どもの目線で沖縄戦、貧困、人権、紛争、国際理解をわかりやすく紐解く展示を心

がけました。

　教育普及活動では、学校連携事業として位置づけている「児童・生徒の平和メッセージ展」が２１回を数え、

県内小中高等学校及び特別支援学校等の年中行事として定着しつつあります。平成２３年度は、「図画」「作文」

「詩」の３部門で過去最多の総数４，９５１点の作品応募がありました。「詩」部門の中学校の部最優秀作品

「幸せの一枚」は、「沖縄全戦没者追悼式」において朗読され、心を打つ平和へのメッセージが県内外へ発信

されました。

　平成２３年度は、３つの事業のまとめの年でもありました。

　まず、JICA 草の根技術協力事業「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」（平成２１～２３年度の３カ年計画）

の最終年度となり、これまでのプロジェクトについてトゥール・スレン虐殺博物館と共に評価、総括し、そ

の集大成として合同企画展「２つの平和博物館の『平和創造展』」をトゥール・スレン虐殺博物館において、

３月７日に開催いたしました。

　さらに国の緊急雇用創出事業を活用した「収蔵品整理事業」や資料館のオリジナルグッズ開発を手がける

「ピース ･メモリアルグッズ開発事業」を平成２３年度までの２カ年計画で無事完了させました。

　分館の八重山平和祈念館では、｢ 後世に語り継ぐ平和への証言 ｣ 展と題して、軍人や軍属として戦争を体

験した人たちや、尖閣列島戦時遭難事件の体験者ら１３名の証言と戦争マラリアに関する４人の証言につい

て紹介する企画展を開催しました。さらに八重山地域から世界に向けて恒久平和の実現を訴える「平和の発

信拠点」の形成をめざし、展示活動のほか児童生徒対象の平和学習会やビデオ・アニメ上映会、学校の利用

促進を図るため活動や教員向け見学説明会などを実施しました。

　当館及び八重山平和祈念館は、一人でも多くの方に「沖縄戦」の実相を伝え、そして、世界の平和につい

て考える“場”として活用していただきたいと考えており、活動状況をまとめたこの冊子が広くご活用いた

だければと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成２４年５月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県平和祈念資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館 長　呉 屋 禮 子
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Ⅰ　概　要

　１　沿　革                                      

［沖縄県立平和祈念資料館］（旧館）
　1972（昭和47）年沖縄県援護課を主管に資料館構想がつくられ、1974（昭和49）年に鉄筋
コンクリート２階建て（延床面積1,003㎡）の館落成。管理運営を財団法人沖縄県戦没者慰
霊奉賛会に委託して1975（昭和50）年６月11日に開館した。以来、沖縄戦について学び、平
和について考える施設として活動を続ける。2000（平成12）年３月31日に閉館。

［沖縄県平和祈念資料館］（新館）
  旧資料館の「設立理念」と「展示むすびのことば」の精神を継承し、平和の創造と人類の
恒久平和に寄与する拠点的な施設として移転改築した。2000（平成12）年３月29日に開館記
念式典が挙行され、４月１日に開館。

［歴代館長］
外　間　盛　治　2000（平成12）年４月～ 2002（平成14）年３月            
阿波根　昌　安　2002（平成14）年４月～ 2003（平成15）年３月
島　袋　記美子　2003（平成15）年４月～ 2005（平成17）年３月
川　満　茂　雄　2005（平成17）年４月～ 2007（平成19）年３月
宮　城　智　子　2007（平成19）年４月～ 2009（平成21）年３月
大　川　芳　子　2009（平成21）年４月～ 2011（平成23）年３月
呉　屋　禮　子　2011（平成23）年４月～

           

［主な事項］
　1993( 平成５) 年度 12月７日 「平和祈念資料館移転改築事業」基本計画及び展示基本設計調

査業務委託契約を沖縄県平和祈念資料館移転改築事業・基本
計画及び展示設計調査業務共同企業体（商工美術㈱㈱沖縄ノ
ムラ）と締結する。

 １月31日 第１回「平和祈念資料館移転改築事業」推進検討委員会開催

1994( 平成６) 年度 10月12日 第１回「平和祈念資料館移転改築基本計画」検討委員会開催

1995( 平成７) 年度 ３月28日 沖縄県平和祈念資料館（仮称）設計プロポーザル・エスキス競
技最優秀賞 team DREAM に決定

1996( 平成8) 年度 ６月25日 沖縄県平和祈念資料館（仮称）展示設計プロポーザル競技によ
り （株）乃村工藝社を設計者に選定

 ９月26日 第１回沖縄県平和祈念資料館（仮称）監修委員会開催

1997( 平成９) 年 10月21日 県議会：建設工事請負契約議決
 10月22日 沖縄県平和祈念資料館（仮称）建設工事着工
 12月22日 県議会：展示製作委託業務契約議決
                 ３月17日 沖縄県平和祈念資料館（仮称）・資料収集広報キャンペーンを

開催（巡回展、講演会）

1999( 平成11) 年度 ６月30日 沖縄県平和祈念資料館（仮称）建設工事完了
     ３月29日 沖縄県平和祈念資料館開館記念式典・内覧会挙行
                   ３月30日 沖縄県平和祈念資料館監修委員会（最終）開催
                   ３月31日 沖縄県立平和祈念資料館（旧資料館）閉館
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2000( 平成12) 年度 ４月１日 開館（一般公開始まる）
                   ５月28日 入館者10万人達成
                   ７月14日 「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」開催主催：広島市、長崎市
  （～ 27日）
                   ７月21日 九州・沖縄サミット首脳会合沖縄開催（～ 23日）
  アメリカ大統領 ｢平和の礎」訪問   
                   ３月23日 『沖縄県平和祈念資料館総合案内』発刊           
                   ３月30日 『資料館学習の手引き』発刊

2001年 ( 平成13) 年 ４月25日 入館者50万人達成
                   ５月30日 平成13年度第１回沖縄県平和祈念資料館運営協議会開催

2002( 平成14) 年度 10月18日 入館者100万人達成

2003( 平成15) 年度 12月11日 入館者150万人達成
   １月10日 「ピース＆ヒューマンライツフェスティバル」開催

2004( 平成16) 年度  ７月24日 第１回ボランティア養成講座開始（～ 12月18日）

2005( 平成17) 年度 ４月７日 入館者200万人達成

2006( 平成18) 年度 ４月12日 沖縄県新採用職員研修
                    ６月１日 入館者250万人達成

2007( 平成19）年度 ６月21日 ミュージアムショップ開店（運営：沖縄県平和祈念財団）
                   ７月６日 入館者300万人達成

2008( 平成20）年度 ４月23日 八重山平和祈念館の正面展示パネル刷新
                   10月９日 入館者350万人達成
 11月６日 第15回日本平和博物館会議開催（～７日）

2009( 平成21）年度 ９月29日 屋根瓦改修工事（～ 12月17日工事費20,628千円）
 10月13日 JICA 草の根技術協力「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」

開講式（カンボジア国立トゥール・スレン虐殺博物館チェ館長
以下４名参加～ 11月6日）

  屋外展示資料移設工事開始（～ 11月20日）
 10月６日 包括外部監査実施
 10月17日 常陸宮殿下・妃殿下お成り
 11月18日 入館者400万人達成
 11月30日 ジョン・V・ルース駐日米国大使夫妻視察
 12月22日 常設展示のキャプション整備（英文表記追加）
 12月23日 常設展示室等映像機器等入れ替え（～３月31日17,600千円）
 １月25日 特別収蔵庫空調機修繕入れ替え（～３月19日2,048千円）

2010（平成22）年度 ４月１日 情報ライブラリー等管理業務委託開始
   （～ H23年３月31日  13,438千円）
                   ４月１日 平成22年度収蔵品等整理業務委託
                          （～ H23年３月31日  12, 712千円）
    ６月５日 開館10周年関連催事「平和教育の公開授業とパネルディスカ

ッション」の開催（授業者：宮城信夫教諭、伊良部孝主査） 
（143名参加）

 ７月13日 ２F 常設展示室の消毒のため臨時休館（～ 15日）
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 ７月15日 平成22年度ピースメモリアルグッズ開発事業委託
  （～ H23年３月31日19, 914,300円）
 ７月16日 台湾台東生活美学館林館長他５名来館
                   ７月22日 事業棚卸し（県庁４Ｆ講堂）（展示活動事業）（県庁４Ｆ）
 ７月28日 皇太子行啓
                   ８月29日 韓国大使館韓国文化院長姜基洪（ガン・ギポン）他５名来館
 ９月３日 平和学習の教材等の製作の業務委託（～ H22年10月29日 

493, 500円）
 ９月28日 福岡高裁長官視察
 10月２日 馬淵国土交通大臣視察
 10月５日 資料保存対策と省エネのために企画展示室のスポット照明をＬ

ＥＤ照明に交換
                   10月10日 開館10周年記念催事として「平和音楽祭2010」を開催。12月18

日まで毎土日曜日に20公演開催。個人、団体20団体、延べ680
人が出演

 10月12日 JICA 草の根技術協力「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」
２年目開講式（カンボジア国立トゥール・スレン虐殺博物館職
員ソピァルム、ソティー、ソター氏ら副館長３名参加（～ 11
月5日）

 10月27日 常設展示（第１・第２）のケースのＬＥＤ照明調整
                   10月30日 開館10周年記念事業として『詩集写真の中の少年』（東京・駒

草出版）を刊行。
 12月１日 開館10周年記念関連催事として「『NAHA マラソンの道』～走

る道、逃げる道～」展を開催（～ 15日）
                   12月８日 包括外部監査員によるヒアリング
 　　　　　　　　　12月23日 外壁等改修工事（外壁シーリング、屋上の漏水工事～ 3月20日）
 １月13日 小林国交省大臣官房審議官視察
                   ２月３日 入館者450万人達成
 ３月16日  「子ども・未来・メッセージ展」( 台湾・沖縄交流事業展 ) 開催
   （～４月17日）

［主な企画展等、その他催し］ 
　2000（平成12）年度・・・・ 企画展「寄贈・寄託展」、児童・生徒の平和メッセージ展、ミニ

企画展 ( ５回）

　2001（平成13）年度・・・・ 特別企画展「収蔵品展」、児童・生徒の平和メッセージ展、ミニ
企画 展 ( ４回）、沖縄県平和祈念資料館講習会 ( ２回）

　2002（平成14）年度・・・・ 企画展「占領下のこども文化展」、児童・生徒の平和メッセージ展、
子ども向け企画展 ( ４回）、沖縄県平和祈念資料館講習会

　2003（平成15）年度・・・・ 企画展「銃後を護れ－戦時下のくらしと情報統制－」、児童・生
徒の平和メッセージ展、子ども向け企画展 ( ４回）、沖縄県平和
祈念資料館講習会

　2004（平成16）年度・・・・ 特別企画展「寄贈・寄託品展－語りかける歴史の証言者たち－」、
児童・生徒の平和メッセージ展、子ども向け企画展（４回）、沖
縄県平和祈念資料館講習会、ボランティア養成講座、人権ラブソ
ングコンテスト

　2005（平成17）年度・・・・  特別企画展「沖縄戦と疎開－引き裂かれた戦時下の家族－」、児童・
生徒の平和メッセージ展、子ども向け企画展（３回）、沖縄県平
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和祈念資料館講習会、ボランティア養成講座、人権ラブソングコ
ンテスト

　2006（平成18）年度・・・・ 特別企画展「沖縄戦における住民動員－戦時下の根こそぎ動員と
失われた明日－」、児童・生徒の平和メッセージ展、子ども・プ
ロセス企画展（４回）、沖縄県平和祈念資料館講習会、ボランテ
ィア養成講座、人権ラブソングコンテスト

　2007（平成19）年度・・・・ 特別企画展「沖縄戦と戦争遺跡－戦世（ｲｸｻﾕｰ）の真実を伝える
ために－」、児童・生徒の平和メッセージ展、子ども・プロセス
企画展（５回）、沖縄県平和祈念資料館講習会、人権ラブソング
コンテスト、沖縄戦講座（２回）

　2008（平成20）年度・・・・ 特別企画展「カンポーヌクェヌクサー－沖縄戦後混乱から復興へ
－」、児童・生徒の平和メッセージ展、子ども・プロセス企画展（５
回）、沖縄県平和祈念資料館講習会、人権ラブソングコンテスト、
沖縄戦講座（２回）、新収蔵品展

　2009（平成21）年度・・・・ 特別企画展「イクサユーヌワラビ～戦時下の教育と子どもたち
～」、児童・生徒の平和メッセージ展、子ども・プロセス企画展（７
回）、沖縄県平和祈念資料館講習会、沖縄戦講座、「ひびけ !! 平和
創造のうた」、新収蔵品展

　2010（平成22）年度・・・・ 開館10周年記念特別企画展『「沖縄のこころを世界へ」－過去を
つたえ、現在をみつめ、未来をひらく－』開催（～ 12/28）〔平和
創造のツリ－設置〕、児童・生徒の平和メッセージ展、子ども・
プロセス企 画展（５回）、沖縄県平和祈念資料館講習会、沖縄戦
講座、「ひびけ !! 平和創造のうた」、新収蔵品展

２　日誌（抄）（2011（平成23）年度）
 ５月５日 児童福祉週間関連ビデオ上映会（祈念ホール）
                   ６月10日 第１回子ども・プロセス企画展「子どもたちと沖縄戦－廃 
  墟からの復興」開催（～７月11日）
 ６月14日 新収蔵品展（平成22年度分）開催（～７月31日）

 ６月23日 第21回児童・生徒の平和メッセージ展開催（～８月19日）
 ７月19日 当館地下１階にある一般収蔵庫、特別収蔵庫、仮収蔵庫の 
  適正な保存環境をつくるため臨時休館（～ 21日）
 ７月17日 カンボジア調査団派遣（～ 21日）
 ７月22日 夏休み自由研究相談室（～８月31日）
 ８月１日 第２回子ども・プロセス企画展「チャレンジ！夏休み自由 
  研究」開催（～８月31日）  
 ８月９日 平和祈念資料館運営協議会第１回八重山平和祈念館部会の 
  開催
 ８月13日 親子平和学習会（親子平和学習ツアー）
 ８月13日 夏休み子ども向け企画（ビデオ上映会）
 ８月27日 館長台湾緑島人権文化圏区視察（～８月28日）
 ９月７日 平成23年度第１回沖縄県平和祈念資料館運営協議会開催
 10月10日 第12回特別企画展『「アメリカ世（ユー）の沖縄」―逞しく 
  したたかに生きてきたウチナーンチュ－』開催（～12月11日）
 10月10日 第３回子ども・プロセス企画展特別企画展関連企画「わた 
  したちの人権－人権について考えてみよう－」
 10月11日 JICA 草の根技術協力「沖縄・カンボジア『平和博物館』協 
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  力」３年目開講式（カンボジア国立トゥール・スレン虐殺 
  博物館職員ケ・ソパンナカ（館長）、ブン・カン（総務課長）、 
  ファル・クン（総務係長）、ハン・ニサイ（主事）４名参加 
  （～ 11月4日）
 10月20日 人数カウンター設置工事開始（～ 10月30日）
 11月20日 沖縄戦講座（講師：新城俊昭氏）
 11月26日 JICA 国際協力・交流フェステイバル2011に「沖縄県平和祈 
  念資料館事業展」出展（沖縄国際センター）。「カンボジア 
  の写真展」も併設。（～ 11月27日）
 12月１日 第４回子ども・プロセス企画展「太平洋戦争開戦70年―戦 
  争中の人びとのくらし－」」（～ H24年１月31日）
 12月13日 小学生インターンシップ（与那原小学校より３名参加）
 １月19日 特別企画展八重山平和祈念館の巡回展開催（～２月26日）
 １月20日 沖縄県平和祈念資料館ピースメモリアルグッズ開発事業
  平成23年度総合成果発表会（～２月５日）
 １月26日 消防訓練実施（全職員参加）  
 ２月15日 入館者490万人達成
  資料館講習会
 ２月21日 大城弘明写真展「沖縄・終わらない戦後」（～３月11日）
 ２月24日 読売巨人軍代表オーナー白石氏他２名来館
 ３月６日 ノーベル科学賞受賞者 鈴木章氏 来館
 ３月７日 沖縄・カンボジア『平和博物館』協力事業合同企画展 
  「２つの平和博物館の平和創造展」カンボジア国立トゥール・ 
  スレン虐殺博物館にて開催
 ３月15日 遮熱工事（～３月31日）
 ３月27日 第２回平和祈念資料館運営協議会開催

沖縄県平和祈念資料館外観
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３　施　設

　（1）平和祈念資料館の役割　

　　　ア 全戦没者への追悼と恒久平和の祈念　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄戦の実相と教訓を継承し、沖縄戦で亡くなられた 20 万余の国内外のすべての人々　　　　

に追悼の意を表すとともに、世界の恒久平和を祈念する場とする。　　　　　　　　

　　　イ 平和の発信と創造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄の先達から受け継いだ「沖縄のこころ」を原点に、県民が主体的かつ積極的に平和の創造に

関わり、平和を発信する拠点施設とする。

　　　ウ 平和教育、平和交流及び人材育成　

　　　　　平和を求める人々の積極的な参加と交流を促進する各種の平和教育、平和交流等の活動を展開す

る。また、平和学習等に必要な人材育成を支援する。

　　　エ 平和のネットワークの構築

　　　　　平和をテーマとした内外の関連施設を中核として、学校、図書館等の公共の施設等と平和ネット

ワークを構築し、情報交換や平和研究等の人的交流を促進し、平和活動を支援する。

　　　オ 平和のデータベースと調査研究

          沖縄戦や平和に関する資料・情報及び調査研究の成果等をデータベースとして構築し、県民をは

じめ、広く内外に提供するとともに、展示や事業活動を展開するための調査研究を実施するなど

平和活動等に寄与する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（2）建設概要
　　　ア 事業期間　平成５年度～平成 11 年度

　　　イ 事業規模　地下１階地上２階　ＲＣ造り

敷地面積　約１２, ８０８平方メ－トル

延床面積　　１０, １７９平方メ－トル

　　　ウ 総事業費　約７, ２９１百万円 ( 県債 6,510、施設整備基金 139、一般 642)

工   事   費 ４, ９００百万円

設   計   費 １５５   〃　                     

展示工事費 １, ５３５   〃　                      

展示設計費 １２６   〃　                       

情報システム １７１   〃　                       

そ  の  他     　   ４０４   〃　                         

　　　エ 主な施設                                            

常設展示室（１～５室）  １, ３６０平方メ－トル         

企画展示室             　         ２５５　〃

子ども・プロセス展示室  ５１８　〃

情報ライブラリー         　 ４７２　〃

平和祈念ホール             ２４５　〃

海と礎の回廊　　　　      ２５６　〃

会   議   室               ２００　〃

一般収蔵庫              １, ２０１(1F、2F)  〃

特別収蔵庫                  ２８１(1F、2F)  〃
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４　組　織
　（１）　機構（平成24年４月１日現在）
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　（２）　職員構成（平成24年４月１日現在）
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　（３）　人事異動（平成24年４月１日現在）
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歳　出 単位 ： 円

科　　目
管 理 運 営

事　   業
事業 ( 繰越分）

平和祈念資料館
収蔵品等整理事業

ピースメモリアルグッズ
開発事業

展 示 活 動
事　　   業

JICA 平和
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業

合　　計

報  酬 223,200 5,831,620 6,054,820

共 済 費 0

賃 金 0

報 償 費 16,500 16,500

旅  費 393,010 642,860 17,560 1,053,430

需  用  費 34,407,039 599,000 1,060,439 36,066,478

役 務 費 1,793,428 252,000 2,045,428

委 託 料 48,802,214 12,065,961 22,896,467 18,711,730 2,474,255 104,950,627

使 用 料 及 び
賃   借   料

8,931,495 900 8,932,395

工 事 請 負 費 0 0

備 品 購 入 費 74,800 2,783,950 2,858,750

負 担 金 補 助
及 び 交 付 金

10,000 10,000

公 課 費 30,000 30,000

合　　計 94,681,686 3,382,950 12,065,961 22,896,467 26,499,549 2,491,815 162,018,428

歳　入 単位 : 円

常設展示室 ホール等 ミュージアムショップ等 ＪＩＣＡ受託事業 寄附金 合　　計

資 料 館 観 覧 料 54,451,180 54,451,180

資 料 館 使 用 料 1,104,590 1,104,590

建 物 使 用 料 275,555 275,555

寄 附 金 0 0

雑 入 263,447 263,447

Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 受 託 事 業 2,491,815 2,491,815

合　　　　計 54,451,180 1,104,590 539,002 2,491,815 0 58,586,587

５　平成２３年度　歳入歳出決算（本館のみ）
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６　沖縄県平和祈念資料館運営協議会・八重山平和祈念館部会
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　（３）沖縄県平和祈念資料館運営協議会活動経過
■平成２３年度第１回運営協議会

日　時：平成 23 年９月７日（水）　14:00 ～ 16:00

場　所：平和祈念資料館　２階会議室

内　容：

　　　　(1) 報告

　　　　　　①平成 23 年度第１回八重山平和祈念館部会報告

　　　　　　②平成 23 年度事業報告について

③平成 23 年度事業経過報告について

④平成 23 年度第１回情報ライブラリー活性化プロジェクト委員会経過報告

　　　  (2) その他

　　　　　　①運営協議会委員の名刺作成について

■第２回運営協議会

日　時：平成 24 年３月 27 日（火）14:00 ～ 16:00 

場　所：平和祈念資料館　２階会議室

内　容：

　　　  (1) 議題

　　　　　　①平成 24 年度の事業計画について

②情報ライブラリーの管理・運営について

　　　　(2) 報告

　　　　　　①平成 23 年度第２回八重山平和祈念館部会報告について

　　　　　　②平成 23 年度事業報告について

③平成 23 年度類似館視察調査報告について

　　　

　（４）八重山平和祈念館部会活動経過

■第１回八重山平和祈念館部会

日　時：平成 23 年８月９日（火）　14:00 ～ 16:00

場　所：八重山平和祈念館　会議室

内　容：

　　　　(1) 協議事項

　　　　　　①八重山平和祈念館広報パンフレット製作について

　　　　　　②小学校低学年用ワークシートの作成について

　　　　　　③その他

■第２回八重山平和祈念館部会

日　時：平成 24 年２月 13 日（火）　14:00 ～ 16:00

場　所：八重山平和祈念館　会議室

内　容：

　　　　(1) 報告

　　　　　　①平成 23 年度事業報告について

　　　　(2) 協議事項

　　　　　　①平成 24 年度事業計画について

　　　　　　②戦争マラリア遺族会篠原会長の資料展示について

　　　　　　③寄贈図書等の展示について

④検索システム利用者の観覧料について
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 ３  第 18 回日本平和博物館会議

　日本平和博物館会議は、戦争の惨禍を人々に伝え、平和の実現に資することを目的

とする博物館等が協力して調査・ 研究を行うことにより、相互の連携を図りつつ平和

推進事業の一層の発展を期することを目的とする。

  [ 開催期日 ] 平成 23 年 11 月 17 日（木）～ 11 月 18 日（金）

  [ 開催場所 ]

  　　　ひめゆり平和祈念資料館            

　①参加機関および人員

・広島平和記念資料館（３名） 

・川崎市平和館（１名）

・長崎原爆資料館（１名）

・神奈川県立地球市民かながわプラザ（１名）

・ひめゆり平和祈念資料館（７名）

・立命館大学国際平和ミュージアム（３名）

・ピースおおさか（２名）

・沖縄県平和祈念資料館（３名）

・対馬丸祈念館（1名）

   　　　 ［参加者］呉屋禮子 (館長 )永山清 (主幹 ) 功刀弘之（主査）

　②協議事項                                  

(1)「平和のための博物館国際ネットワーク」についての紹介

(2) ロゴマークの活用状況と今後の管理運営について

(3) 対馬丸事件の沖縄戦における記述・認識について

(4) 次回開催館の紹介（ひめゆり平和祈念資料館）

(5) 日本平和博物館会議のキャッチコピーについて

(6) 会議開催日までのスケジュール設定の共通化について

　③聴取事項

(1) 集客力アップについて

(2) 学習教材化の工夫について

(3) 学芸員による講話について他
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４　証言映像の収録・編集

　沖縄住民の貴重な戦争証言を沖縄県平和祈念資料館情報ライブラリー等において活

用するため戦争体験証言ビデオの収録と編集を行う。

［収録証言の内容］

１５年戦争を生き抜いてきた方々の戦争体験や終戦後の生活の様子等

［平成２３年度収録対象者・人数］

与那国島と周辺離島及び県内における戦争体験者３５名

［活用］

①平和学習・研究

②第４展示室及び１階情報ライブラリー等において

　編集映像を公開

③編集映像の貸出

④映像資料として保管

〔編集業務〕

　平成２２年度に収録した八重山地区１３名の戦争

体験証言映像を編集し、映像を公開。 収録の様子
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Ⅲ　展示企画事業

１ 常設展
（1）展示構成
 　常設展示は１階と２階の２つのゾーンで構成されている。

〔歴史を体験するゾーン〕
　２階の ｢歴史を体験するゾーン ｣は、来館者が沖縄戦及び戦後の歴史的体験をと

おして平和の尊さや戦争の悲惨さを知り、この歴史的教訓を次の世代へと継承して

いくねらいがあり、５つの展示室で構成される。

第１展示室 ｢ 沖縄戦への道 ｣

　沖縄が日本の国家体制に組み込まれていく過程を琉球処分からアジア・太平洋戦

争末期の沖縄戦前夜までの映像や写真パネルで解説する。

第２展示室 ｢ 住民の見た沖縄戦－鉄の暴風－ ｣

　およそ３ヶ月に及んだ地上戦の経緯と住民犠牲の諸相について、映像と造形物で

あらわす。被弾した旧沖縄県庁の門柱や糸満市に現存する水タンクなど、破壊し尽

くされ、瓦礫と化した街のようすを原寸で再現した造形物が沖縄戦の凄まじさを物

語る。

第３展示室 ｢ 住民の見た沖縄戦－地獄の戦場－ ｣

　空間全体が戦場をイメージして作られる。軍民入り乱れた戦場での住民犠牲の出

来事を写真パネル、焼け焦げた衣服や当時の水が入った水筒などの実物資料を展示

する。また、住民や日本兵の避難場所に利用された、ガマ (自然の鍾乳洞 )とその

中で起こった出来事が造形物で再現される。

第４展示室 ｢ 住民の見た沖縄戦－証言－ ｣

　旧資料館の証言展示を踏襲しながら、新たに離島や北部の証言を加え、犠牲を強

いられた一般住民の心の叫びを証言文と証言映像で紹介する。沖縄戦を直接体験し

た人々が重い口を開いて語ってくれた証言は、歴史の真実として心にじかに訴える。

ニュートラルゾーン

　第４展示室と第５展示室との間にある壁面には、旧資料館から受け継いだ ｢展示

～むすびのことば～ ｣が掲げられている。

第５展示室 ｢ 太平洋の要石 ｣

　終戦後の収容所生活から 27 年間の米軍統治を経て 1972 年５月 15 日に沖縄が日

本復帰を果たすまでの住民のようすや政治状況を実物資料、写真パネル、造形物、

映像などで展示する。米軍の沖縄統治の状況、土地闘争、基地に起因するさまざま

な問題、復帰運動、さらには ｢太平洋の要石 ｣と呼ばれて今日まで続く ｢基地の島

｣沖縄の実態が浮かび上がる。

  これらの展示は、県民をはじめ、平和学習や平和交流、慰霊などで訪れた県外や

海外からの来館者が沖縄の歴史的体験をできるように構成される。また、観光バス

ツアーなど、見学時間が短い来館者にも配慮し、短時間で沖縄の歴史が概観できる

設定となっている。
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〔未来を展望するゾーン〕
  １階の「未来を展望するゾーン」の展示は参加型となっており、主に児童・生徒

を対象にしている。子ども・プロセス展示室は、未来を担う子どもたちが、積極的

に平和を愛する心を育むためのもので、大きく３つのゾーンに分かれる。

「ぬちどぅ宝 ・ せかいの子どもたち ｣ コーナー

　さまざまな国の子どもたちの学校のようす、友だち、遊びのことなどを紹介し、

かけがえのない命、そしてぬちどぅ宝・せかいの子どもたち・いのちのわ (輪 )に

ついてメッセージを発信する。

｢ いま、 世界で何が…｣ コーナー

　やまない戦争・紛争、人権問題、環境破壊などを取り上げ、その原因や解決方法

を考える機会を提供する。

｢ わらびなー （庭） ｣ コーナー

　展示物に触れながら遊びをとおして多様性と共通性に気づき、異文化を認め理解

し合う。また、展示内容に関する子ども・プロセス企画や学習作品の展示を行う

「ひろば・ゆいまーる ｣ というスペースがあり、平和活動に貢献した人々の言葉を

若い世代へ送るメッセージとして展示する。

　なお、この階には１クラス程度の子どもたちが一度に利用できるスペースと観覧

後の疑問を調べるための情報ライブラリーが設置され、一般図書、児童図書など約

１万２千冊のほかに、平和学習のためのビデオなどが備えられており、子どもたち

の質問への対応や資料調べのためのアドバイスなどの学習支援活動を実施する。

（2）展示資料の充実等

①２階常設展示室第４室「戦争体験証言」ラミネート劣化のため 46 人分刷新した。

２　企画展
（１）第 12 回特別企画展

　　「アメリカ世（ユ－）の沖縄
－逞しくしたたかに生きてきたウチナーンチュ－」

　甚大な犠牲を払った沖縄戦。廃墟からの再出発。そして

27 年間のアメリカの統治を経て 1972 年に復帰をとげた沖

縄。今回の特別展では、戦後から復帰までの時代、アメリ

カがどのようなねらいで占領政策をおこなってきたのか、

住民は生きることに絶望的になりそうな中から、お互いに

励ましあいながら平和を求め逞しくそしてしたたかに力強

く米国統治下を生き抜いてきた。その住民のヴァイタリテ

ィーについての考察を通し、平和を考える特別企画展にし

たいと考えた。
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IV  収集資料・活用事業

１　新収蔵品目録（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
　（１）実物資料
　１０名の方から、 ２８件６５点の資料寄贈がありました。

ＮＯ 寄　贈　日 資　料　名 数 寄　贈　者

1  H23.5.3 　軍刀 1 宮國　輝勝

2  H23.6.9 　自筆の絵 5 上原　誠光

3  H23,6.17
〃
〃
〃

　かばん 1 大庭　　正
〃
〃
〃

　手紙 1

　ノート 1

　写真 1

4  H23.6.26 　銃剣 1 金城　　悟

5  H23.6.29
〃
〃

　刀 1 安里　嗣孝
〃
〃

　サーベル 1

　金属片 20

6  H23.6.30
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　そろばん 1
知念　哲也

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　もっこ 1

　田植え用ひも 1

　被弾した壁板 1

　しょうもん箱 1

　きせる 1

　はかり 1

　なべ 1

　マッチ 1

　重り 1

7  H23.9.20
〃
〃

　書籍（教科書等） 13 山本　貴史
〃
〃

　写真 1

　旧日本銀行券（壱圓札１枚、五銭１枚） 2

8  H23.10.23
〃

　柔道着（上、下） 2 花城　　清
〃　上着（工業高校で着用） 1

9  H24.1.24
〃

　脇差し刀 1 成底　　哲
  短刀 1

 10  H24.2.10 　飯ごう 1 金城　　哲

　（２）図書資料
　２名の方から、 ２冊の図書資料寄贈がありました。 これらは当館内の情報ライブラリー

にて閲覧できます。

ＮＯ 寄　贈　日 資　料　名 数 寄　贈　者

1  H 2 3 . 4 . 1 1 「平和のアート彫刻・戦争の記憶写真集」 1 藤田観龍（著者本人）

2  H 2 3 . 6 . 2 0
「沖縄戦争体験記 23 号お父さんを恨まな
いでね」

1 宮城恒彦（著者本人）

２　資料貸出
　（１）写真パネル、実物、児童・生徒の平和メッセージ展パネル等の教育現場、公共機関等への貸出
　資料館では、写真パネル（計 2 0 1 点）、沖縄戦実物資料（2 0 種類）、児童・生徒の平和メッセージ展図画・

作 文・詩入選作品パネル、 世界人権宣言絵画パネル一式 （3 5 枚一式） 「沖縄戦の絵」 複製パネル （5 2

点） 等を貸し出しております。 平成 2 3 年度は計 3 6 件、 5 9 0 点の貸出をしました。 （県　内）     

貸　出　先 貸　出　資　料 数量 貸 出 期 間

1 那覇市立城北小学校 実物資料 7 5/25 ～ 6/25

2 糸満市立中央図書館 実物資料 8点、写真パネル 12 点 20 6/10 ～ 6/28

3 糸満市立糸満小学校 実物資料 10 6/6 ～ 6/17

4 沖縄県立球陽高校 沖縄戦の絵、実物資料 13 6/13 ～ 6/27

5 沖縄県立図書館 沖縄戦の絵、写真パネル 14 6/8 ～ 7/3

6 学校法人アミークス国際学園 写真パネル 14 点、実物資料 6点 20 6/12 ～ 6/26
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貸　出　先 貸　出　資　料 数量 貸 出 期 間

7 沖縄県遺族連合会 収蔵写真 49 6/9 ～ 6/27

8
北谷町立北谷小学校 写真パネル 2 点、平和メッセージ点

作品 13 点
15 6/20 ～ 7/20

9 社会福祉法人　からし種の会 写真パネル 19 点、実物資料 1点 20 6/21 ～ 6/25

10 沖縄ベトナム友好協会 子ども・プロセス企画展使用パネル 13 6/8 ～ 6/27

11 沖縄ベトナム友好協会 子ども・プロセス企画展使用パネル 13 12/10 ～ 1/5

12 沖縄県立・博物館美術館 実物資料 30 4/1 ～ 3/31

13 青春を語る会 収蔵写真 24 8/8 ～ 8/15

14 県教育庁文化財課市史編集室 収蔵資料 12 9/28 ～ 10/28

15
本部町立浦崎公民館
第１回パネル展

写真パネル 20 12/27 ～ 1/11

16
本部町立浦崎公民館
第２回パネル展

写真パネル 20 1/14 ～ 2/3

17
本部町立浦崎公民館
第３回パネル展

写真パネル 20 2/8 ～ 3/2

18
本部町立浦崎公民館
第４回パネル展

写真パネル 20 3/5 ～ 3/24

小　　　　　　計 333

（県　外）

1 精華町平和祭典実行委員会 写真パネル　 10 7/25 ～ 8/21

2 埼玉県平和資料館 実物資料 10 4/1 ～ 3/31

3 京都府城陽市役所 写真パネル　 20 7/15 ～ 7/20

4 岐阜県瑞浪市役所 写真パネル 20 6/30 ～ 7/6

5 東京都港区役所 写真パネル 20 8/1 ～ 8/25

6 三鷹市役所 写真パネル 20 8/3 ～ 8/18

7 連合秋田中央地域協議会 写真パネル　 20 7/25 ～ 8/1

8 三重県志摩市役所 写真パネル　 20 7/14 ～ 8/19

9 八代市立太田郷小学校 実物資料 3 6/24 ～ 7/7

10 連合千葉県連合会 写真パネル　 11 7/21 ～ 7/26

11 網走市役所 写真パネル　 14 8/3 ～ 8/19

12 自治労岐阜県本部 写真パネル 20 8/1 ～ 8/12

13 東京都港区市役所 写真パネル 20 8/2 ～ 8/26

14 長崎県立長崎東中学校 写真パネル 15 8/8 ～ 8/10

15
Peace Now,Peace Okinawa実行委
員会

実物資料 6 9/3 ～ 9/8

16 埼玉県立日高高等学校 実物資料 3 9/20 ～ 10/19

17 埼玉県越谷市役所 写真パネル 5 10/21 ～ 11/4

18 千葉県佐倉市役所 写真パネル 20 12/13 ～ 12/25

計 257

　（２）証言映像の貸出
　戦争体験証言ビデオや収容所生活等の映像資料で、 県内外の人々により深く、 沖縄戦の実相と平和の尊さ

を伝えることを目的に貸し出しを行っております。 近年は修学旅行前の事前学習の教材として利用したいとの申

し込みが学校現場より増えております。

    　

　　[ 概要 ]        

　　　貸出本数　　 合計 48 件 140 本

（県外 34 件 106 本、 県内 14 件 34 本）

　　　貸出ビデオ ①証言ビデオ 28 巻 （原則として１本に３名分、 計 81 名分の証言） 

　　　　　　　　　 ② 『やーさん ひーさん しからーさん ―集団疎開学童の証言―』

 ③ 『そして僕らは生き残った』

※貸出期間は原則として２週間以内、 貸出本数は原則５本以内とする。
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　３　撮影・掲載等利用一覧
番号 利　用　者　名 資　　料　　名 点数 申請日

１
韓国チェジュ文化放送
社長　チョンジュン

展示室・館長インタビューを「記憶の復元を超えて」と
いう番組で使用

１ 3/31

２
兵庫県教育委員会事務局
人権教育課 沖汐守彦

第20回「児童・生徒の平和メッセージ」高等学校の部詩部
門最優秀作品（普天間高校3年名嘉司央里　「変えてゆく」）

１ 4/1

３
南城市教育委員会
教育長　高嶺朝勇

『南城市史総合版（通史）』において写真を掲載するため 
（沖縄の民間人収容所配置図）

１ 4/20

４
 株式会社ネクサス
代表取締役池谷誠一

テレビ東京全国ネット「開運！なんでも鑑定団」での紹
介のため（沖縄戦米軍記録写真 No56　268　270）

３ 4/27

５
( 有）バグハウス
 三嶋啓二

水（沖縄戦中の）が残る水筒
２ 5/19

６
 沖縄映像センター
 代表取締役玉城惇博

「戦争語り部」安里要江さんの講演の撮影
１ 5/24

７
 宜野湾市教育委員会
教育長　宮城茂雄

慰霊の日に係る企画展において展示資料として使用する
ため（560、224、619、647、311 など）

８ 5/25

８
NHK 沖縄
松岡孝行

「朗読シアター2011　子どもが見つめた沖縄戦」において詩を朗読するため   
平成22年　最優秀賞「一つの水筒」（仲西中学校　2年　新里正哉  ）

１ 5/25

９
三鷹市役所
清原慶子

「沖縄県平和祈念資料館所蔵パネル展」周知チラシへの掲
載（303)

１ 6/1

10
株式会社喜楽研
代表取締役岸本菜穂子

中学校歴史教員のための授業書への資料として
ガマの中の様子（イラスト）犠牲となった住民（写真）

１ 6/2

11
 NHK ライツアーカイブズ
センター長大路幹生

NHK「戦争証言アーカイブズ」
 （545,557,137)

３ 6/3

12
 NHK 沖縄
島崎浩

ニュース取材（インド国高校生来館の様子）
１ 6/8

13
琉球朝日放送
謝花尚

鹿山隊長が警報団宛に出した命令文書「達」の接写
１ 6/15

14
朝日学生新聞社大阪支社
遠藤秀美

新聞に掲載するため
   （32,85)

２ 6/17

15
宮古新報 （株）
大城直也

新聞掲載のため「児童・平和メッセージ」図画部門佳作 
平良美歌　作文優良 池間夢華　佳作 下地のぞみ

３ 6/17

16
琉球放送
ラジオ局次長比嘉京子

上原直彦 HP「浮世真ん中」の掲載のため
 平和メッセージ最優秀作品　「つなげていくもの」

１ 6/22

17
衆議院議員　横路孝弘 HP 掲載のため

 平和メッセージの「詩」の最優秀　「幸せの一枚」
１ 6/27

18
株式会社ジン・ネット
西田治彦

「土曜プレミアム　沖縄　最後の絆・引き裂かれた兄弟」
（233,234,243)

３ 6/24

19
大阪国際平和センター
理事長金児暁嗣

ピースおおさか特別展「沖縄戦～住民を巻き込んだ戦い」
総合案内 P61 ～ 67　S-2､7､5　T-13　など　

１８ 7/3

20
八代市立太田郷小学校　
吉田秀一

小学校で授業のため
  (771,19,230,113,226,75,140)

１２ 7/1

21
宮古島市総合博物館館長
館長　奥平徳松

 宮古島市総合博物館の資料収集及び慰霊の日の特別展で
の放映（宮古関係戦争体験証言ビデオ）

１ 7/5

22
 長野朝日放送
制作部山口哲顧

「おお！信州人」海人になった信州人　、番組内で資料館
を紹介するため

１ 7/11

23
ベストセラーズ
代表取締役栗原幹夫

歴史人 9月号「太平洋戦争の真実」特集号内沖縄戦」紹
介企画の記事挿絵として（824,58,233）

３ 7/14

24
山陰ケーブルビジョン
代表取締役社長進藤正英

番組において使用のため
（0119,0249,253,275)

４ 7/25

25
 コンベンションビューロ

（香港フェニックス TV)
 北京ー那覇直航便就航に伴う沖縄紹介の TV 番組
 （投降勧告ビラなど 19 点）

１９ 8/1

26
日本児童文学者協会
会長　那須正幹

「日本児童文学」（沖縄の創造力・沖縄への想像力）に掲
載のため・平和メッセージ嘉味田朝香「幸せの一枚」

１ 8/2

27
沖縄テレビ
報道部長　我那覇勉

 OTVスーパーニュース放送のため
沖縄戦を語り継ぐ女子学徒有志の会の物品の引渡しの様子

１ 8/5
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番号 利　用　者　名 資　　料　　名 点数 申請日

28
 コンベンションビューロ
 旧海軍司令部壕 所長　平敷幸春

やーさんひーさんしからーさんの DVD の定期的に映像を
放映する。

２ 8/12

29
『田原字誌』編集委員会
上原勝男

『田原字誌』の戦争編に紹介（17,292)
２ 8/11

30
沖縄テレビ OTV スーパーニュースで「沖縄のタスキ」で新城伸治さん

の作品を取材のため（琉球松のベンチ）
１ 8/12

31
那覇市歴史博物館
我謝幸男

出前講座「新都心の昔」で使用するため
 （182,354,272)

３ 8/29

32
嘉手納町役場
町長　當山宏

「嘉手納町紹介 DVD」で使用（32)
    

１ 8/31

33
読売テレビ
中西英行

「おしえて幸坊さん」で放送
（方言札に関しての写真を使用したい）

１ 8/31

34
県立博物館・美術館
岸本弘人

 H24 年度　県展示会へ向けた調査
１ 9/15

36
あやはべるの会
佐々木薫

沖縄女性詩人ｱﾝｿﾛｼﾞｰ２０１１に掲載のため
 平和メッセージ嘉味田朝香「幸せの一枚」

１ 9/15

38
カズ企画
代表取締役青木滋一

新学社刊『歴史資料集』の『戦争遺跡・資料館』の本文
中に掲載 （防毒面　小銃弾）

３ 9/18

35
宮本一成 読むために拡大の必要があるため（証言の撮影）

１ 9/22

37
GRINGO&CO
瀬戸大希 

防衛省オフィシャルマガジン『MAMOR』
      (295,269．外観 )

３ 9/28

39
沖縄県教育庁文化財課史
料編集班　嘉数修

元米軍民政府民政官シャノン・マキューン日本関係一括コレ
クション・新沖縄県史各論編１「自然環境」掲載予定

１ 9/28

40
 早稲田大学・琉球・沖縄
研究所  北村毅

研究目的（授業や講演で使用）
 糸数永教氏の絵

１ 10/4

 41
株式会社トラベローグ
伊藤一洋

るるぶ沖縄の南部戦跡特集において貴館を紹介するため
（資料館外観・内観等）

１  10/14

 42
NHK 沖縄放送局
秦秀人

「きんくる」の放送で使用するため
 （資料館外観・内観等）

１ 10/14

 43
イメージフィールド（株）
代表取締役阿久根裕行

TBS ドラマ「運命の人」で映像を使用するため
  （資料館外観・内観等）

１ 10/14

44
県観光ボランティアガイド友
の会  上原幸典

ナンバープレート（講話で使用）
１ 10/19

45
兵庫県弁護士 9条の会
弁護士　羽柴修

研修報告書作成のため
 （9,22,37,85,135,274,275,299)

８ 10/28

46
県立博物館・美術館
館長　白保台一

平成 24 年度　博物館特別展に係る資料調査（戦後資料の
撮影）

１ 11/8

47
朝日学生新聞社
編集部長　松村康史

「朝日小学生新聞」において、沖縄県平和祈念資料館を紹
介するため (132,85,39 及び手榴弾などのデータ）

７ 12/6

48
RBC ビジョン
城間武彦

沖縄観光コンベンションビューローの事業による「沖縄
修学旅行プロモーション DVD（仮）」作成のため

１ 12/9

49
シネマ沖縄
吉田尚子

ご家族が在りし日のお姿を法要で偲びたいとの希望によ
り（証言映像）

１ 12/5

50
築上町長　新川 久 人権センターだより「ひまわり」発刊のため

平和メッセージ 17 年度詩部門最優秀賞 上原凛
１  12/12

51
琉球朝日放送
局長　具志堅勝也

福島県立富岡高校修学旅行取材のため
 （資料館外観・内観等）

１ 12/15

52
テレビマンユニオン
蒲生美緒

よみうりテレビ「遠くへ行きたい」の番組内で東風平町
の戦禍の様子を紹介するため  (81,175,77)

３ 12/26

53
滋賀県人権センター
理事長　西堀末治

人権啓発教材集「人権をめぐる旅～新しい出会いを求め
て“気づく　知る　つながる”に使用するため

１ 1/ ４

54
（有）編集室りっか
武田知代子

日本トランスオーシャン航空　機内誌『ＣＯＲＡＬＷＡ
Ｙ』で本館を紹介するため ( 資料館見学の様子）

１ 1/ ５
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番号 利　用　者　名 資　　料　　名 点数 申請日

55
協同組合沖縄産業計画
照屋陽子

沖縄県平和祈念資料館オリジナルポストカードを作成す
るため  (251,252,253,256,280,307335 など）

12 1/10

56
沖縄県教育委員会
教育長　大城浩

『沖縄県史　資料編 23　沖縄戦日本軍史料』の資料として
掲載するため（鹿山兵曹長「達」など 12 点）

３ 1/13

57
山梨日日新聞社販売部
北浦秀忠

「小中学生新聞感想文コンクール」に掲載するため
 平和メッセージ嘉味田朝香「幸せの一枚」

１ 1/12

58
ふとうふとうＰＨＯＴＯ
前新　直人

「トラベルスタイル 2013」へ掲載のため
 （資料館内観等前年度データ使用）

１ 1/17

59
琉球新報社
富田訽一

新聞掲載のため  (85)
１ 1/25

60
JTB 沖縄
社長　菊知良明

オーストラリアの TV 製作会社が沖縄のスポットとして紹
介するため （館内見学の様子を撮影）

１  1/24 

61
映画「ふじ」製作委員会
澤岻健

ドキュメンタリー映画「ふじ学徒隊」製作のため
 (232,246,371,554,556,557,603,681 など )

18  2/9 

62
 NHK 大阪放送局
制作部部長　安原裕人

「歴史秘話ヒストリア」という歴史番組で琉球王国～その
苦難と希望（仮）で使用するため (269,171)

２  2/10

63
 琉球朝日放送
局長　具志堅勝也

ピース・メモリアル・グッズの取材に関し、資料館内部
の様子を撮影するため （館内見学の様子を撮影）

１ 2/12

64
有限会社インターフェース
山里毅彦

「沖縄まんが物語」作成に使用するため
 （資料館外観・内観等のイラスト）

１ 2/13

65
 JTB 沖縄
社長　菊知良明

ロシア雑誌取材のため
  （館内全体の様子）

１ 2/16

66
財団法人平和協会
理事長　米谷俊朗

こども平和文集２０号に掲載のため  平和メッセージ展
　「平和～私にできる事～」「祖父の話」

２ 2/22

67
名護市教育委員会
課長　島福善弘

名護市史叢書・１７『語り継ぐ戦争』第３集に掲載のた
め   (112,122,240,243,250)

５ 2/24

68
有限会社オフィスアイシーシー

代表取締役　具志頭朝一
ウエブサイト「おきなわ物語」スペイン語版にて、本館
の紹介のため（資料館外観・内観の様子）

１ 3/6

69
山陰ケーブルビジョン
社長　進藤正英

製作した番組（本館の資料を含む）をコンクールへ出品
するため   (253)

１ 3/15

70
 宜野湾市基地渉外課
基地渉外課長 新里優

「普天間飛行場の危険性」のパンフレットに掲載するため  
(311)

１ 3/26

71
嘉手納町役場
町長　當山宏

嘉手納町町勢要覧（仮称）に資料するため
   (32)

１ 3/29

72
琉球放送
小川裕

海上自衛隊幹部候補生たちの平和学習を取材するため
 （館内観覧の様子）

１ 3/30

 １９９  点
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Ⅴ　教育普及事業

１　教育普及行事
（１）第21回児童・生徒の平和メッセージ展

　本県は、去る大戦において、一般住民を巻き込んだ地上戦の場となり、

20万余の貴い生命とかけがえのない文化遺産を失った。戦後、66年を経

過した現在、この歴史的な事実を風化させることなく次の世代に正しく

継承させていくために児童・生徒の平和に関する図画・作文・詩の創作

活動を通して、児童・生徒が戦争と平和について考え、平和を尊ぶ心を

育てる機会とする。また、応募作品の中から優秀な作品を選定し、展示、

広報することを通して、県民をはじめ広く国内外の人々の心に沖縄発の

児童・生徒の平和メッセージを発信する機会とする。

　①応募総数（4,951点）　図画2,710点　作文291点

　　　　　　　　　 　詩1,950点

　②平成23年度沖縄全戦没者追悼式「平和の詩」朗読者

   　浦添市立仲西中学校２年　嘉味田　朝香「幸せの一枚」

  

　③県内５会場にて展示会の実施

　　・沖縄県平和祈念資料館　２階海と礎の回廊　期間：６月23日 ～７月６日

　　・八重山平和祈念館　第２展示室 　　期間：７月13日 ～７月21日

　　・名護博物館館 　　期間：７月27日 ～７月31日

　　・うるま市立石川歴史民俗資料館 　　期間：８月２日 ～８月７日 

　　・沖縄県庁　１階県民ホール 　　期間：８月９日 ～ ８月13日

　④表彰式

 　 [ 日時 ] ８月15日 午前11時～正午　沖縄県庁　１階県民ホール

　⑤入賞作品数（250点）

　　【特別支援学級・学校】10点

図画：最優秀１点　優秀１点  優良１点　佳作１点

作文：優秀２点  

詩　：最優秀１点　優良２点　佳作１点

　　【小学校低学年】20点

図画：最優秀１点　優秀１点  優良１点  佳作７点

作文：最優秀１点　優秀１点  優良１点　佳作１点  

詩　：最優秀１点　優秀１点  優良１点　佳作３点  

　　【小学校高学年】73点

図画：最優秀１点　優秀２点  優良５点  佳作21点

作文：最優秀１点　優秀２点  優良５点　佳作14点

詩　：最優秀１点　優秀２点  優良７点　佳作16点
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沖縄県庁県民ホールでの表彰式 （８月１５日） の様子

（2）親子ビデオ上映会
③ アニメ上映会（平和祈念ホール）

　アニメ作品等の鑑賞を通して、平和と人権について考える。

 [ 日時 ] 平成23年8月13日 ( 土 )・20日（土）午後２時～午後４時

 [ 参加者数 ] 延べ72名

④ 親子平和学習ツアー

　平和祈念資料館と平和祈念公園内にある戦跡や慰霊碑などを見学して沖縄戦について学習した。今回

は南冥の塔、沖縄師範健児之塔、金井戸川、平和の礎を巡り親子で平和の大切さについて学んだ。   

 [ 日時 ] 平成23年8月13日（土）午前10時～正午

 [ 参加者数 ]30名

（3）第２回「チャレンジ！ 夏休み自由研究」
　夏休みの機会に、子どもたちがより一層沖縄戦に関心を持ってもらう企画として、夏休みの自由研究

についてのヒントなどを紹介する展示を行う。子ども・プロセス企画展と情報ライブラリーを一体的に

連携させて、資料館が日常的に活用できる場所であることの周知につとめる。

［期間］平成23年８月１日（月）～ 31日（水）

［内容］

①自由研究の進め方やテーマ選びのヒント

②沖縄戦や戦時中の食べ物、不発弾、平和の礎、戦後の復興などテーマに分けて展示

③自由研究のまとめ方（研究ノートや新聞）を紹介

［観覧者数］4,207人
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大会議室での平和講話の様子

３名の小学生と呉屋館長

２　教育機関との連携
　（1）平和講話

　設立理念にもある沖縄戦の歴史的教訓を正しく次代に伝え、

もって恒久平和の樹立に寄与するということを具体化したもの

に県内の小中高校等学校、特別支援学校に対する平和学習支援

があります。平和学習等で常設展示を見学に来る児童生徒に対

して観覧前に学芸員が行うオリエンテーション的な平和講話を

実施しています。時間は50分程度で、内容は沖縄戦に至るまで

の歴史的な流れや沖縄戦の経緯、常設展示の見所、平和のため

に何ができるか等を考えさせるものとなっている。                                         

   ［平成23年度平和講話実施状況］ 総計131校（13,128名）

     ・保育園1園（36名）・小学校108校（9,863名）・中学校12校（1,774名）

     ・高等学校７校（1,067名）・特別支援学校3校（388名）

　（2）博物館学芸員実習
　当館では、県内外の大学の要望に応じて、当館学芸員の指導により学芸員資格取得のための学芸業務（資

料収集・保存活動、展示活動、教育普及活動）全般に係わる研修を実施し、学芸員としての自覚の醸成と

基礎的知識や技能を習得する機会を提供している。

　［期間］

　　平成23年８月11日（木）～８月19日（金）土日を除く

　［内容］

　　① 資料整理・分類・登録

　　② 展示準備・企画展への参加

　　③ 野外実習（近隣の戦跡、類似館の見学）

　　④ 調査研究

　［実習生］

　　沖縄国際大学２名

　　沖縄県立芸術大学１名

　（3）児童・生徒の職場体験
　児童の望ましい職業観・勤労観を育むため当資料館では平成23年度に3名の小学生を職場体験実習とし

て受け入れました。
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３　講座・講習会・研修会
 （1） 沖縄戦講座
　　日時：平成23年11月20日（日）午後2時～ 4時30分

　　場所：沖縄県平和祈念資料館　２階会議室

　　講師：新城俊昭氏（沖縄大学客員教授）

　　演題：「アメリカ世の沖縄」

　　　～教科書で沖縄はどう教えられているか～

　　受講者：56名

　平成23年度特別企画展「アメリカ世の沖縄」( 平成23年10月10

日～ 12月11日 ) の期間中に関連催事として沖縄戦講座を開催しま

した。

　現代沖縄の様々な問題の原因を、戦後27年間の米軍占領時代に焦点を当て、学校教育における「琉球・

沖縄史」の指導とも絡ませながら考察していただきました。そして、教科書で沖縄がどのように記述さ

れ、子ども達がそれをどう認識しているか、アンケート結果をまじえ、沖縄のあるべき姿についても論

じていただきました。また、米軍支配下の戦後の沖縄で当たり前のように起こってきた米軍がらみの事

件・事故、それに巻き込まれたご自身の辛い体験もお話しいただき、あらためて今もなお続く基地があ

るが故の問題を実感させられる講座になりました。

（2）沖縄県平和祈念資料館講習会
　当館への案内業務に携わっている旅行・観光等の関係機関に携

わる方々に、本館の設立理念・目的や役割、施設・設備及び展示

内容等について理解・認識を深めてもらい、本館の利活用並びに

案内業務の推進を図ることを目的に講習会を実施しました。

　　〈日時〉平成24年２月15日（水）13:00 ～ 16:10

　　〈場所〉沖縄県平和祈念資料館会議室

　　〈対象〉タクシー乗務員・バスガイド・ボランティア・観光等関係者

　　〈講習内容〉平和祈念公園及び資料館施設説明・展示内容・沖縄戦の特徴

　　〈受講者〉49名

（3）県立学校教諭の初任者研修（高等学校・特別支援学校・養護教諭）

　県立高校において本年度新採用された教諭を対象とする初任者研修。沖縄の歴史と文化をはじめ、沖

縄戦の概要、資料館の設立理念・目的や役割、施設・設備及び展示内容等について理解・認識を深めて

もらい、教育現場で大いに活用してもらうために沖縄県立総合教育センターが主催。当館は会場の提供

と講師２名を派遣し、研修の充実に努めた。

　　[ 日時 ] 平成23年８月17日（水）午前９時半～午後４時

　　[ 場所 ] 沖縄県平和祈念資料館１階祈念ホール

　　[ 受講者 ] 150名
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（4）教職10年経験者企業研修
　高校教諭経験期間が10年に達した者に対して，さらなる指導者の資質向上を目的とした研修「10年経

験者研修」が教職員法定研修として位置づけられている。今回、県立知念高等学校数学科の教諭１名が

当館で研修を行った。沖縄県の平和行政を理解すると共に平和学習についてあらためて見識を深めた研

修となった。

　[日時] 平成23年８月15日（月）～８月17日（水）

　［内容］当館の施設概要・展示について、類似館見学、戦跡フィールドワーク、資料の整理作業、平和教

育について

（5）沖縄県新採用職員後期研修
　沖縄県の新規採用職員を対象に県職員としての教養や資質の向上のための、沖縄県自治研修所が主催

する研修会。多くの県職員に対して当館の県立機関としての存在意義を広く周知するために新採用職員

を対象に沖縄戦の概要や資料館の働き等について理解してもらう講義を提供した。

　[日時] 平成23年10月６日（木）・20日（木）午前９時10分～ 10時30分

　［場所］沖縄県自治研修所

　［受講者］114名
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Ⅵ　広報活動

　１　県外修学旅行誘致活動
　沖縄の修学旅行の魅力をPRするとともに、相互の情報・意見等を交換する場として、　沖縄県及び（財）

沖縄観光コンベンションビューローが主催した県外各地での沖縄修学旅行説明会へ参加した。その中

で、「沖縄で平和を考える」と題し、職員がプレゼンテーションを行った。

○ 東京都【宮城主査参加】

       [ 日程 ] 平成23年度８月24日（水）    [ 参加団体数 ] 学校：16校　旅行社：21社

○ 栃木県【宮城主査参加】

       [ 日程 ] 平成23年度８月25日（木）    [ 参加団体数 ] 学校：８校　旅行社：14社

　２　2011JICA 国際協力・交流フェスティバル　

「沖縄平和祈念資料館 事業展」＋「カンボジア写真展」

平和祈念資料館は、「世界の人々に平和を希求する私たちの心を訴え、世界の恒久平和の樹立に寄与す

る」という設立理念のもと国際協力活動も行っている。JICA 沖縄国際センターにおいて沖縄県平和祈念

資料館から発信される国際協力・交流の成果を発表した。

[ 日時 ] 平成23年11月26日（土）・27日（日）午前９時～午後６時

[ 場所 ] JICA 沖縄国際センター本館２階（201室）

[ 観覧者数 ] 3,554人（フェスティバル全体）

[ 成果 ]

当館のブースでは沖縄戦を含め平和祈念資料館の事業概要及び沖縄・カンボジア平和博物館協力事業、

そして「ピースメモリアルグッズ開発事業」の展示も行った。特に今回は、トゥール・スレン虐殺博物

館から提供のあった S21における収容者の顔写真、プロフィールを公開することができた。

展示会場の風景
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　３　刊行物
　　○ 『沖縄県平和祈念資料館年報　第11号』

　　　平成22年度の当館事業の実績報告に係わる行政資料。 入館者の概要事業内容や活動内容等をまとめる。 Ａ４

版86頁、 ５００部を６月に刊行。

　　○ 「沖縄県平和祈念資料館だより」　　NO.21、 NO.22平成23年度の資料館事業報告や事業計画等について周

知させる広報誌。 資料館だよりは今年度21号、 22号をそれぞれ８月15日と３月31日にＡ４版８頁、 各2,500部発

行し、 県内関係機関に配布し当館事業へのご理解とご協力を図っている。

　　○ 『アメリカ世 （ユー） の沖縄　逞しくしたたかに生きてきたウチナーンチュ』

　　　特別企画展の展示図録。

　　　　Ａ４版60頁、 1,000部を10月10日に刊行。

　　○ 『第21回児童 ・ 生徒の平和メッセージ展実施報告書』

　　　第21回の児童 ・ 生徒の平和メッセージ展に係わる実績報告書。 展示会の模様、 募集要項、 図画 ・ 作文 ・ 詩

の最優秀 ・ 優秀作品入選作品等が掲載される。

　　　　Ａ４版66頁、 1,000部を11月28日に刊行。

「沖縄県平和祈念資料館だより NO.21 号」 『沖縄県平和祈念資料館年報第１１号』

『アメリカ世 （ユー） の沖縄』 図録 第２１回児童 ・ 生徒の平和メッセージ展
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Ⅶ　その他の事業

　１　JICA 連携事業「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」
　　[ 期間 ]　平成21年度から平成23年度

　　[ 内容 ]

　JICA が提供する草の根技術協力（地域提案型）事業。当館の設置理念に基づいた初の本格的な国際貢

献事業で、カンボジア国立トゥール・スレン虐殺博物館（TSGM) を対象に、平和構築（和解、信頼醸成）

を提供する、いわゆる「平和博物館」活動（資料保存収集・展示・教育普及活動）のスキルを高める。

　○最終年度本研修（TSGM 職員が沖縄で研修）

　　［期間］平成23年10月11日（火）～ 11月４日（金）

　　［研修者］Mr.KE Sponnaka ( ｿﾊﾟﾝﾅｶ）課長、Mr.BUN Kang（ｺﾝ ) 部長 / 資料保存

　　Mr.PHAL Kun（ｸﾝ）副部長 / 資料保存、Mr.HANG Nisay（ﾆｻｲ）館員 / 教育普及・広報 WEB

　○フォローアップ研修（カンボジアへの当館職員の派遣）

　　［期間］平成23年７月17日（日）～７月21日（木）

　　［研修指導者］呉屋禮子館長、永山清学芸主幹、島袋成良学芸主査（平和祈念資料館）

　　［期間］平成24年２月26日（日）～ 3月13日（火）

　　［研修指導者］呉屋禮子館長、宮城哲夫学芸主査、島袋成良学芸主査（平和祈念資料館）

　　　　　　　　  園原謙学芸主幹（沖縄県立博物館・美術館）

　○合同企画展の開催

　　２つの平和博物館の平和創造展：「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」事業の成果展 

　　［開催期間］2012 年3 月7 日 ( 水 ) ～ 6 月6 日 ( 水 ) 

　　［開催場所］カンボジア国立トゥール・スレン虐殺博物館Ｂ棟３階

　　［主催］　カンボジア国立トゥール・スレン虐殺博物館、沖縄県平和祈念資料館 

　　［共催］　カンボジア文化芸術省、JICA 

　　［後援］　在カンボジア日本国大使館、UNESCO カンボジア事務所 

　　［展示構成］第１部「２つの平和博物館の活動」、第２部「沖縄・カンボジア『平和博物館』協力」　　

　　　　　　　  事業、第3 部「平和な世界へ」 

オープニングセレモニーの様子 展示会の様子  
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　２　 収蔵品整理事業
　当館が収蔵する資料は約３万点となっており、資料分類体系の一元化が求められてきました。資料全

体を十分に把握した上で、データベース化を図り、資料を利活用する学芸員や研究者をはじめ、多くの

人々にとって利用しやすい分類の体系化を創出し、資料の利活用を図る必要があります。そのため平成

２２年度から平成２３年度の２年間で次の収蔵品整理事業を行いました。

　①当館が所蔵する全ての資料の目録化。

　②全ての資料の基本的な情報を蓄積したデータべースを作成。

　③収蔵資料の保存と利活用の両立を考慮し、収蔵庫内に適正に配置・保管する。

　④「収蔵品目録」を編集し発行する。ＣＤデータ化を行う。

  

　３　ピースメモリアルグッズ（PMG）開発事業
　国の緊急雇用対策事業の一環である「ふるさと雇用再生特別基金事業」を活用し、平成22年度より２

カ年計画で進めてきた「ピースメモリアルグッズ (PMG) 開発事業」が終了した。本事業は、当館のオリ

ジナルグッズとして平和を形にしたミュージアムグッズを製作し、県内外はもとより海外へ資料館の平

和の理念をグッズを通して伝えることを目的としている。

　この２カ年間で多くのミュージアムグッズが製作され、6月23日の慰霊の日と10月中旬より年度末まで

の期間にテスト販売を行ったが、来館者からの評判もよく、多くの関心が寄せられた。

　また、平成24年1月20日～ 2月5日の期間に総合成果発表会を開催し、これまで開発された商品や企画

で採用されなかった未完成のグッズなども展示しながら、グッズ開発についての紹介も行った。
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Ⅸ　八重山平和祈念館

　１　　概　要
　「戦争マラリア」の実相を後世に正しく伝えるとともに、人間の尊厳が保障される社会の構築と、

八重山地域から世界に向けて恒久平和の実現を訴える「平和の発信拠点」の形成をめざす。

　（１）　設立経過
　　　　1989（平成元）年

　　　　　　５月 28 日 戦争マラリア犠牲者の遺族らが、篠原武夫琉球大学教授を会長に「沖縄

戦強制疎開マラリア犠牲者支援会」結成。国家補償を求めて活動を開始

する。

　　　　　　10 月 16 日　 沖縄県議会（９月定例会）において、「沖縄戦強制疎開マラリア犠牲者の

遺族補償に関する意見書」を決議される。　

　　　　1995（平成７）年

　　　　　　12 月 25 日   平成８年度国庫予算において、事務次官折衝の中でマラリア慰藉事業費

として総額３億円が認められる。

 慰藉事業の内訳は、次のとおりである。

                         ①　慰霊碑建立

                         ②　八重山平和祈念館建設

                         ③　マラリア死没者慰藉の資料収集・編纂『悲しみをのり越えて』 

　　発行等

                         ④　マラリア死没者慰藉のための追悼式

　　　　1997（平成９）年

　　　　　　３月 31 日 八重山平和祈念館竣工

　　　　　 1998（平成 10）年　

　　　　　　１月～　　　  八重山平和祈念館基本計画検討委員会開催（３月まで）

　　　　　　５月          八重山平和祈念館基本計画策定

　　　　　　11 月～        八重山平和祈念館監修委員会開催（平成 11 年 2 月まで）

                           八重山平和祈念館展示設計及び展示製作業務発注（平成 11 年 3 月まで）

　　　　1999（平成 11）年

　　　　　　３月       「沖縄県平和祈念資料館及び平和の礎の設置及び管理に関する条例」議決・

公布

                          「八重山平和祈念館」は「沖縄県平和祈念資料館」の分館となる。

　　　　　　５月 28 日　   八重山平和祈念館開館式

　　　　　　５月 29 日 八重山平和祈念館一般公開

　（２）　施設の概要
　　　　①　総 面 積：520 ㎡

　　　　②　各室面積

　　　　　第１展示室：130 ㎡

　　　　　第２展示室：120 ㎡

　　　　　保 管 室：20 ㎡

　　　　　会 議 室：72 ㎡

　　　　　事 務 室：３人規模
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　（３）開館時間　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

　（４）休館日
　　　　毎週月曜日（月曜日が休日の場合は開館）及び年末年始の 12 月 29 日から１月３日まで

　（５）観覧料
　　　　大人 100 円　 団体（20 名以上）70 円

　　　　小人 50 円      団体 35 円

　（６）展示構成
　　　　① アジア・太平洋戦争に起因する沖縄戦

　　　　② 沖縄戦と八重山

　　　　③ 戦争マラリアの悲劇

　　　　④ マラリア根絶に向かって

　　　　⑤ 戦争マラリア援護会の活動

　　　　⑥ 八重山地域における平和発信拠点を目指して

　（７）展示物の内容
　　　　① 写真、地図、絵のパネル等

　　　　② 図画、作文

　　　　③ 戦前の切手、紙幣、硬貨等

　　　　④ 遺品類（ハガキ、キセル等）

　　　　⑤ 高熱に苦しむ母子像（マラリア患者の看病の様子）

八重山平和祈念館外観
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（第一展示室）
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３　事業概要

   （１）展示活動

　①「後世へ語り継ぐ平和への証言」展

戦争の生き証人の方々がご高齢にある現在、悲惨な歴

史を風化させてはならないと、戦争体験者の方々の証

言をもとに八重山での戦争被害や当時の様子を学び、

平和の尊さについて考える機会とする。

［期間］平成２３年６月１日（水）～７月３日（日）

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［展示内容］　ア　１０名の戦争体験者の証言パネル

　　　　　　イ　戦時中、戦後に使用していた実物資料等

［入場者］１，０９８名

　②「八重山とマラリアの歴史」展

戦争マラリアとマラリアについての資料を展示し、八

重山の戦争マラリア被害について学ぶ機会とする。

［期間］平成２３年１０月４日（火）～１０月２３日（日）

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［展示内容］　ア　マラリアとは

　　　　　　イ　八重山における戦前のマラリア

　　　　　　ウ　マラリアと戦争マラリアの違い

　　　　　　エ　各離島の戦争マラリアの被害

　　　　　　オ　戦後のマラリア・撲滅へ

［入場者］２８８名

　③　第１２回 特別企画展「アメリカ世（ユー）の沖縄」逞しくしたたかに生きてきたウチナーンチュ

           （本館移動展）

　本館で開催された特別企画展の資料のほか、八重山

に関する資料も展示する事により、戦時中・戦後の歴

史や平和希求について学ぶ機会とする。

［期間］平成２４年１月１９日（木）～２月２６日（日）

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［展示内容］ 第１部　占領・支配下の沖縄

 第２部　琉米文化会館がもたらしたもの

 第３部　アメリカ世（ユー）の中で逞しく 

 　　　　したたかに生きてきた沖縄の人々

［入場者］３８４名
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（２）平和教育活動

　①　ビデオ上映会

　児童福祉週間関連事業の一環として、児童生徒の観覧無料期間に合わせ、沖縄戦関係のビデ

オ上映を行い平和について考える機会とする。

　上映ビデオ「石の声」

［日時］平成２３年５月４日（水）

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［入場者］　８名

　②　慰霊の日　ビデオ上映会

　６月２３日慰霊の日に併せ、アニメ『石の声－沖縄戦争マラリア地獄の記憶－』 

『ちいちゃんの影おくり』を上映し、平和を希求する心を育てる機会とする。

［日時］平成２３年６月２３日（木）午後２時

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［入場者］６４名

　③　第２１回　児童・生徒の平和メッセージ展

　本館が主催・応募した、児童・生徒の平和に関する図画・作文・詩の優秀作品を展示し、「児

童・生徒の平和メッセージ」を発信する機会とする。

［期間］平成２３年７月１３日（水）～７月２１日（木）

［場所］八重山平和祈念館　第２展示室

［入場者］１５０名

　④　夏休み平和学習会

　「夏休み自由研究相談室と、平和への願いを込めたパー

ランクー作り」夏休みの平和学習の場として、自由研究

などに取り組む児童生徒へのサポートを行う。また、参

加型の体験学習コーナーも設置。

［期間］平成２３年７月２６日（火）～８月３１日（水）

［場所］八重山平和祈念館

［内容］ ア　平和に関する自由研究について、テー 

 　　マの決め方や資料の利用方法、まとめ 

 　　方などを助言する。

 イ　平和への願いを込めた絵を描いたパー 

 　　ランクーを作ろう。

 　　平和のちぎり絵を作ろう。

［参加者］６４名
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（３）調査研究活動

○戦争体験証言収録事業（本館）

　沖縄戦の証言体験記録を体系化するため、地域ごとに異なる体験をきめ細やかに拾い 

　集める。

[ 内容 ]　八重山地域の戦争体験者 4 名を対象に証言収録を行う。

[ 日時 ]　平成 24 年 1 月 12 日（木）～ 13 日（金）

（４）県内学校の対応について　

○学校教員向け見学説明会

　学校で平和活動が活発に行われる 6 月を前に、学校教諭を対象に館内の展示解説・ 

　利用や活用方法等を説明し、学校の利用促進を図る。

[ 日時 ]　平成 23 年 6 月 1 日（水）～ 6 月 10 日（金）

[ 場所 ]　八重山平和祈念館

[ 参加者 ]　11 名
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Ⅹ　沖縄県平和祈念資料館友の会
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Ⅺ　関係条例・規則・要綱
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Ⅻ　資　　料

各種申請書・要綱

沖縄県立平和祈念（旧館）年度別入館状況資料館
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年 　　月　 　日

展示資料等の撮影・複製・掲載・放映許可申請書

沖縄県平和祈念資料館長　殿

　沖縄県平和祈念資料館所蔵の展示資料等の撮影・複製・掲載・放映について下記のとおり許可され

たく申請します。撮影・複製にあたっては、沖縄県平和祈念資料館のご指示を遵守し、掲載及び放映

については、著作権法に定める一切の責任を私において負担することはもちろんのこと、沖縄県平和

祈念資料館に対していささかのご迷惑もおかけしないことを誓約いたします。

所在地又は住所（郵便番号・電話番号を明記）

会社名（団体）

責任者名又は担当者名　      　　　　　　　　　印

記

                                                                                      

１　目  的

２　申請資料名

３　掲載書名等及び発行予定日（放映等にあたってはその番組名と放送予定日）

４　撮影日時

５　撮影担当者

許可条件（１） 上記目的以外に使用しないこと。

　　　　  （２）掲載・放映に際しては「沖縄県平和祈念資料館提供」の旨を表示すること。

　　　　  （３） 使用目的の完了後、すみやかに成果品を提供すること。

　　　　  （４） 資料に記載されている情報のうち、プライバシーや個人情報の保護に充分に配慮し、

違法又は人権を侵害する利用となる場合には、文書資料の内容をそのまま公にしない

こと。
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１　目　的

  編集済み戦争体験証言ビデオ（以下、「証言ビデオ」という。）を貸し出すことによって、県内外の人々

により深く、沖縄戦の実相と平和の尊さを知ってもらう。

２　利用方法

  （1）利用者は「貸出用証言ビデオリスト」をもとに、「証言ビデオ貸出申請書」（以下、「申請書」 

　　　という。）を提出、又は沖縄県電子申請システムを使用して貸出の申請を行う。

  (2）職員は申請書を確認した後、「証言ビデオ貸出許可証」（以下、「許可証」という。）を証言ビデ 

　　　オと一緒に申請者に交付する。　

  （3）利用者は返却時に証言ビデオと許可証を一緒に返却する。
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